
                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

CSR、社会（地域）貢献活動とは  

 

日本におけるCSR、社会（地域）貢献活動の定義や、歴史的流れについて解説して 

います。また、企業が活動を始めるにあたって必要な、現状認識と立ち上げのため 

のチェックポイントと、活動開始後の目標設定や評価、ふりかえりのポイントを具 

体的にご紹介しています。 

 

 

活動テーマに合わせた事例のご紹介 

 

企業の得意分野や、本業を生かした、身近な活動の事例を、１０の活動テーマに合わせてご紹介しています。活動に至るまでの経緯や工夫・苦労、担当者

の方の思いなど、参考になる情報が盛りだくさんです。掲載している９つの事例の中から、５つをご紹介します。 

 

寄 稿 

（株）サカタのタネ×かながわユースボランティアりんぐファクトリー「花時計プロジェクト」 

みなとみらいの花時計を作成。若い世代が中心に活動するボランティアグループに、園

芸の専門技術を提供し、継続的に指導しています。 

 

（株）大川印刷× NPO 法人 Check「オープントイレプロジェクト」 

店舗や会社が提供可能なトイレの情報を、ステッカーやWEBサイトで情報提供し、誰もが

暮らしやすい、観光しやすい街づくりの活動を進めています。 

オムロン（株）横浜営業所×横浜市市民活動支援センター「CSR 研修」 

創業記念日の社会貢献活動の一環として、社員の身近にある課題と、社会的ニーズ

をつなげることをテーマに、CSR 研修を実施。中間支援組織に企画・講師を依頼する

ことで、企業に新たな視点を取り入れることができた事例です。 

ニッタン（株）× NPO 法人ギャラクシー・ブライト「寄付つき自動販売機設置」 

寄付つき自動販売機を社内に設置することで、飲料を購入するたびに、子どもたちを支

援する団体の活動に寄付ができる仕掛け作りの取り組みです。 

チェックポイント（抜粋） 

・自社らしさとは何か 

・基本方針 

・自社の持つ資源・強みは何か 

・社会の課題の洗い出し 

・中期計画と予算化 

・社内浸透策 

 

活動事例 横浜信用金庫 「キッズ・マネースクール」 

事 例 

コラム 

①NPO等の協働相手の

探しかた、協働って？ 

②地元自治会とのネッ

トワーク活用法 

相談から活動までの流れ 

相談前のイメージ作りか

ら、相談のポイント、実

施までの流れを図式でご

紹介 

活動イメージシート 

フローチャートの質

問に答えながら進む

とイメージに近い事

例にたどり着きます 

ツール 情報 

その他 

リスクマネジメント

のポイントの紹介、

用語解説、企業の担

当者のホンネ！？の

座談会 など 

レストラン入口のステッカー 

清掃活動・環境保護 

自社の場・スペースの活用 

 

寄付・募金 

社員向けに研修機会を！ 

 

Q 活動の工夫について教えてください 

A 総合企画部を中心に、本部各部の協力により実施しています。開催前に各部

へ協力依頼をして、開催後には参加者のアンケート結果を経営陣まで報告して理

解を得ています。 

 紙芝居やゲームなどを取り入れ、子どもが理解しやすいように工夫していま

す。参加者のアンケートをもとに振り返りを実施し、次回開催に向けた改善ポイ

ントを話し合っています。開催回数を重ねたことで、開催時間を２時間程度に設

定するなど、参加者、主催者ともに無理なく開催できるようになったと思います。 

Q 担当者としての思いを教えてください 

A 一番のねらいは、参加された方たちに喜んでもらうことです。準備は大変で

すが、「わーっ」という歓声や「楽しかった」という感想を聞くと「開催して良

かった」と思います。 

企業活動の一環として実施している面もあるので、体験を通じて《よこしん》

が生活の中にあることを知ってもらうこと、子どもたちが将来、《よこしん》に

口座を開設するなどの取引が生まれることも期待しています。より多く「楽しか

った」という感想をいただけるようにアレンジしながら、今後も継続していきた

いと思っています。 

本物そっくりのお札を使って、お札を 
正しく数える体験。 

紙芝居のストーリーに沿って、主人公に 
なったつもりで、お小遣いの計画的な 
使い方を学びます。 

【活動の概要】 
■平成20 年より、夏休みに親子で金融について学ぶ特別体験プログラム《よこ

しん》「キッズ・マネースクール」を開催。営業地区内の小学4 〜6 年生の親子

を本部に招き、お金のクイズ、1 億円の重さ体験、信用金庫の仕事、お札の数え

方の練習、お小遣い帳のつけ方など体験を中心としたプログラムで学びの場を提

供。 

■開催にかかるコスト：初期費用としての紙芝居の制作費用や各回のテキスト印

刷代、ゲームの景品代など。 

〔24 年度実施内容〕 
1. お金、信用金庫の仕事についての講義 

2. 本店（窓口業務）の見学 
3. １億円の重さ体験、お札の数え方、偽 

造防止の技術について体験 

4. お小遣いの使い方についてグループ形 
式でゲーム 


